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南
入
曽
自
治
会

回収される資源ごみは毎回12トン以上

　

私
た
ち
の
自
治
会
は
、入
曽
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

８
１
０
世
帯
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
６
回
行
っ
て
い
る
資
源
回
収
と
清
掃
活
動
に

は
、常
に
50
人
以
上
が
参
加
。軽
ト
ラ
ッ
ク
で
家
庭
を
回

り
な
が
ら
資
源
ご
み
を
集
め
る
こ
と
で
、会
員
同
士
の

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、地

域
を
４
つ
に
分
け
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
行
う
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
交
流
で
き
る
活
動
も
活
発

で
す
。さ
ら
に
、今
年
５
月
に
は
、「
南
入
曽
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
」を
開
設
。ゲ
ー
ム
や
昼
食
会
が
行
わ
れ
、会
員
同

士
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
賑

に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、安
全
安
心
、住
み
よ
い
地
域
を
目
指
し
て
、

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

自治会提供自治会提供

みん
なでつなぐ

市民リレー

　私の宝物は、曽祖母と祖母

が使っていたお米を量る明

治時代の一
いっしょうます

升枡です。これは、

10年ほど前に実家の物置か

ら見つけたものです。

　長い年月使い古され、角が

丸まり色あせたこの枡は、

「先祖がそれぞれの時代を頑張ってきたから

こそ、私が今ここに暮らしていられる」という

ことを実感させてくれます。

　この枡には、6年前に亡くなった父が、子ど

ものころにいたずら書きした「一升」の文字が

残っています。この文字を見るたび、きまじめ

な性格だった父の知られざる子ども時代を垣

間見たような気がして、父の思い出に微
ほ ほ え

笑ま

しさを足してくれます。私は、いつも父がそば

にいて、温かく見守っているような愛情を感じ

ながら大切に使っています。

　私とともに新たな歴史

を刻むことになったこの

一升枡。次の世代へ暮らし

のバトンをつなぎます。

私の宝物 …

我が家の歴史を刻む一升枡

星川登
と

希
き

子さん
（入間川在住）

　「多くの方が
何度も見たいと
思えるビデオ作
品を作ろう」が
目標の会です。
毎月2 回、10名の

会員が勤労福祉センターなどで活動しています。
　作品は、自然や街並み、史跡などをテーマに撮影
し、文字や音楽、音声を加えて仕上げていきます。
互いの技術を学び合う勉強会も行い、初心者でも
安心して学べる楽しいクラブです。
　今後は、市民文化祭での上映のほか、撮影技術に
関する講習会も行い、ビデオを撮る魅力や楽しさ
を伝えていきます。
　家族や旅行の想

おも

い出ビデオなど、世界に一つだ
けの作品を一緒に作ってみませんか。
問合せ熊谷博さんへ☎2954‐3384

狭山映像クラブ

Vol.420

　次回は、下奥富にお住ま

いの方を紹介します。

【二ホンリスデータ】

齧
げ っ し

歯目リス科
体長16～22㎝
体重250～310g

二
ホ
ン
リ
ス

⑱

【こども動物園】
柏原864‐1　☎2953‐9779
月曜休園（祝日の場合は翌日）

　

ニ
ホ
ン
リ
ス
は
日
本
の
固
有
種
で
、主
に
本
州
や

四
国
に
生
息
し
、「
ホ
ン
ド
リ
ス
」と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

毛
色
は
、夏
の
間
は
赤
茶
色
で
す
が
、冬
眠
を
し
な
い

た
め
、冬
に
な
る
と
太
陽
の
熱
を
吸
収
し
や
す
い
よ

う
に
褐
色
や
灰
色
に
変
わ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

今
年
７
月
、オ
ス
と
メ
ス
の
ペ
ア
が
当
園
に
仲
間

入
り
し
ま
し
た
。人
前
で
も
活
発
に
動
く
、愛
く
る
し

い
姿
に
、来
園
者
は
自
然
と
笑
顔
に
な
り
ま
す
。こ
れ

か
ら
冬
に
向
け
て
リ
ス
た
ち
が
少
し
ず
つ
衣
替
え
を

し
て
い
く
姿
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

私の先祖をずっと見
守ってきました

狭山市入間川七夕まつり
　8月6・7日（土・日）に行われた今年の七夕まつり。天候にも恵ま

れ、大勢の来場者が訪れました。「見るまつりから参加するまつり」

に、たくさんの人の笑顔と元気が集いました。

夜空に咲く大輪の花2,600発の花火が祭りを
盛り上げました

30回めを迎えた阿波踊り。参加者総勢
400名で踊る姿は壮観

「七夕の妖精おりぴぃ」は
子ども達に大人気


